
23 市報しものせき　令和３年　５月号

●
情
報
募
集
！　

次
の
締
め
切
り
は 

７
月
号
で
す
。 

５
月
20
日（
木
）ま
で
に
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
を
広
報
戦
略
課
へ
。
用
紙
は
広
報
戦
略
課
、各
総
合
支
所
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
電
子
申
請
可
。
掲
載
で
き
る
記
事
は
、
申
し
込
み
不
要
で
参
加
で
き
る
催
し
、
掲
載
希
望
月
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

くじらコラムくじらコラム

くじらの街下関を支えていたものの一つに、冷凍
冷蔵庫があります。1924（大正13）年に当時の
林兼商店が鮮魚冷凍の事業に着手し、旧大洋漁業
の第一冷凍工場の前身である日本初のブライン式
冷凍冷蔵庫（塩水の中に鮮魚を入れて冷凍する方
式）を彦島老町に建設しています。
1941（昭和16）年10月にはトロールや南氷洋捕
鯨船の基地工場として第二冷凍工場が完成しまし
た。通称「二冷」と呼ばれた冷凍工場は、東洋一
の規模として7,500㌧の保管能力を持ち、南氷洋
から帰港した仲積船から、
多くの冷凍鯨肉が運び込
まれ、その後、鯨肉加工
品の原材料等として使用
されていました。
■問下関くじら文化振興室
☎242-0920

下関とくじら⑫

▲旧マルハ第二冷凍工場

催し

産
・
財
産
管
理
の
悩
み
無
料
相
談

会（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
／
全

国
相
続
協
会
下
関
相
談
室
／
☎

090–

９
０
６
６–

０
５
７
５
）

▼
８
・
22
日
＝
暮
ら
し
の
お
悩
み

無
料
法
務
相
談
会（
午
前
10
時
30

分
～
午
後
５
時
／
シ
ー
モ
ー
ル
１

階
／
☎
250–

５
１
６
２
）

▼
11
日
＝
野
鳥
の
会
下
関
探
鳥
会

「
江
汐
公
園
で
初
夏
の
小
鳥
を
探

そ
う
」（
午
前
８
時
／
長
府
駅
集

合
／
100
円
／
☎
080–

３
８
７
３–

５
４
１
９
）※
雨
天
中
止

▼
11
・
18
日
＝
健
康
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
中
小
企
業
の「
健

康
経
営
優
良
法
人
認
定
」取
得
無

料
電
話
相
談
会（
午
前
10
時
～
午

後
７
時
／
☎
258–

５
４
５
２
）

▼
11
・
25
日
＝
高
齢
者
障
が
い
者

の
た
め
の
弁
護
士
電
話
法
律
相
談

（
午
前
10
時
～
正
午
／
無
料
／
☎

083–

９
２
０–

８
７
３
０
）

▼
12
・
19
日
＝
楽
し
い
英
語
ス

ピ
ー
チ「
下
関
ト
ー
ス
ト
マ
ス

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
例
会
」（
午
後
６

時
30
分
／
し
も
の
せ
き
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
／
見
学
無
料
／
☎
090–

２
８
６
０–

６
６
６
９
）※
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
可
※
19
日
は
ス
ピ
ー

カ
ソ
ン

▼
12
・
26
日
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
福
岡
施
設
見
学
会（
午
後

１
時
30
分
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
福
岡
／
無
料
／
☎
093–

641–

６
９
０
９
）

▼
13
日
＝
無
料
社
会
保
険
相

談（
午
後
１
時
～
４
時
／
長
府

公
民
館
／
☎
090–

１
３
３
９–

４
７
９
１
）

▼
14
日
＝
公
開
家
計
簿
塾（
午

前
10
時
／
下
関
友
の
家
／
資
料

代
100
円
／
☎
090–

１
６
８
４–

３
１
２
７
）※
託
児
料
は
別
途
100
円

▼
15
日
＝
司
法
書
士
に
よ
る
多

重
債
務
問
題
、
相
続
登
記
等
及

び
空
き
家
問
題
無
料
電
話
相
談

会（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
／
☎

０
１
２
０–

０
０
３–

８
２
１
）

▼
16
日
＝O

N
ED

AY Picnic

（
午

前
10
時
～
午
後
５
時
／
赤
間
神
宮

斜
め
向
か
い
姉
妹
都
市
ひ
ろ
ば
／

入
場
無
料
／
☎
223–

５
３
６
１
）

▼
16
日
＝
狗
留
孫
山
修
禅
寺
柴さ

い
と
う燈

大お
お

護ご

ま

く

摩
供（
午
前
11
時
30
分
／
参

道
中
腹
道
場
／
無
料
／
☎
768–

０
３
３
１
）

▼
22
・
23
日
＝
シ
ー
モ
ー
ル
手
作

り
マ
ー
ケ
ッ
ト（
午
前
10
時
～
午

後
５
時
／
シ
ー
モ
ー
ル
２
階
サ
ン

パ
テ
ィ
オ
／
入
場
無
料
／
☎
080–

１
９
０
７–
７
５
７
２
）

▼
23
日
＝
柳
瀬
和
子
箏
曲
地
歌
演

奏
会（
第
１
回
目
正
午
、
第
２
回

目
午
後
４
時
／
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

風
の
ホ
ー
ル
／
３
０
０
０
円
／
☎

231–

４
０
５
１
）

▼
26
日
＝
映
画
鑑
賞
会（
午
後
１

時
30
分
／
勤
労
福
祉
会
館
／
無
料
／

☎
080–

６
２
４
２–

８
５
０
８
）

▼
28
日
〜
30
日
＝
ト
ー
ル
ペ
イ

▼
７
日
＝
行
政
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会（
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分
／
勝
山
公
民
館
／
☎

080–

１
９
３
７–

５
６
７
１
）

▼
８
日
＝
介
護
予
防
の
た
め
の

サ
ロ
ン（
午
前
10
時
／
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
／
700
円
／
☎
253–

６
９
２
２
）

▼
８
・
15
・
16
日
＝
相
続
・
不
動

ン
ト
教
室
展（
午
前
10
時
／
旧
下

関
英
国
領
事
館
／
無
料
／
☎
080–

１
７
３
５–

５
２
５
１
）

▼
30
・
31
日=

岩
徳
光
会
絵
画

展（
午
前
９
時
30
分
／
長
府
図
書

館
／
無
料
／
☎
090–

２
０
０
５–

３
６
０
９
）

▼
毎
週
日
・
水
・
土
曜
日
＝
ふ

れ
あ
い
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室 

（
午
前
９
時
／
武
久
会
館
／
１

日
500
円
・
半
日
300
円
／
☎
070–

５
０
５
４–

６
２
８
１
）

▼
毎
週
月
・
金
曜
日
＝
ね
ん
り

ん
健
康
麻マ

ー

雀ジ
ャ
ン

を
楽
し
む
会（
午

前
９
時
／
勤
労
福
祉
会
館
／
１

日
600
円
／
☎
090–

８
０
６
７–

２
６
５
４
）※
見
学
無
料
※
３
日

は
休
み

▼
毎
週
水
曜
日
＝
レ
ッ
ツ
拳（
午

後
１
時
30
分
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／

２
０
０
０
円
／
☎
090–

５
３
７
５

–

５
２
７
６
）

▼
毎
週
木
・
土
曜
日
＝
脳
ト
レ
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室（
午
後
１

時
／
川
棚
公
民
館
／
１
回
500
円
／

☎
080–

６
３
４
９–

４
６
３
９
）

５
月
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
９
・
23
日
＝
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

ル
彦
の
市
（
午
前
８
時
～
11
時

／
彦
島
図
書
館
前
広
場
／
☎
090–

９
０
６
２–

１
６
５
４
）

掲
載
記
事
は
市
の
主
催
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
容
を

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
各
主
催
者
に
内
容
を

確
認
の
上
、
自
身
の
責
任

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。


